
特別インタビュー

　吉見昭宏医師 ２

お知らせ

　北広島キャンペーンロゴ・キャッチフレーズほか
３

まちの話題・お知らせ

　大崎上島町との相互交流 ほか
６

連載・特集

　防災最前線・住宅用火災警報器設置場所 ほか
８

お知らせ掲示板

　就学援助と修学奨学金貸与 ほか
12

高原からの花便り

　未だ匂わず、ニオイタチツボスミレ 16

　写真は、ワールドオープンクラス男子の部で優勝した喜びを抱き

合って仲間と分かち合うローラント・ハルディ選手（スイス）です。

大会が行われた２月12日はあいにくの天候となってしまいました

が、世界各地から集まった選手たちは、吹雪をものともせず、見事

なレースを行い、こちらも吹雪に負けず集まった観客を大いに沸か

せていました。（４ページに関連記事）
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特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

吉
見
昭
宏
医
師
退
任

　

芸
北
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で

医
師
と
し
て
43
年
の
長
き
に
わ
た
り
地

域
医
療
に
貢
献
さ
れ
た
吉
見
昭
宏
さ
ん

（
73
歳
）
が
、
平
成
22
年
度
で
退
任
さ

れ
ま
し
た
。
吉
見
さ
ん
は
、
山
口
県
の

玖
珂
町
（
現
岩
国
市
玖
珂
町
）
の
出
身

で
、
小
児
科
医
と
し
て
広
島
市
内
の
病

院
で
勤
務
さ
れ
た
後
、
医
師
を
探
し
て

い
た
旧
芸
北
町
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に

よ
る
と
、
「
先
生
の
顔
を
見
に
患
者
さ

ん
が
や
っ
て
き
た
。
薬
よ
り
も
、
先
生

の
顔
を
見
る
こ
と
が
一
番
効
き
そ
う
な

様
子
で
し
た
」
と
地
域
に
根
付
い
た
医

師
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
吉
見
医
師
に
、

北
広
島
町
で
の
日
々
を
振
り
返
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
話
を
お
う
か
が
い
し
た
日
は
、
よ

く
晴
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
冬
の
大

雪
を
象
徴
す
る
よ
う
に
道
路
や
家
の
脇

に
は
雪
が
積
み
重
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
故
郷
の
玖
珂
は
ま
っ
た
く
雪
が
降
ら

な
い
の
で
、
こ
ち
ら
に
来
た
と
き
は
お

ど
ろ
き
ま
し
た
」
と
当
時
の
苦
労
を
思

い
出
し
、
「
芸
北
に
は
ス
キ
ー
場
が
多

か
っ
た
の
で
、
骨
折
な
ど
の
（
本
来
な

ら
専
門
外
の
）
患
者
に
対
応
し
な
け
れ

ば
い
け
な
か
っ
た
。
小
児
科
医
だ
っ
た

の
で
、
芸
北
に
来
て
一
か
ら
の
勉
強
で

し
た
」
と
一
人
の
医
師
が
あ
ら
ゆ
る
病

気
に
対
応
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
過
疎

地
の
医
療
状
況
に
対
面
し
た
吉
見
医
師

は
、
浜
田
や
広
島
市
内
の
大
病
院
へ
患

者
を
搬
送
す
る
際
に
付
き
添
い
、
そ
の

病
院
の
医
師
か
ら
教
え
を
乞
い
、
勉
強

を
し
た
そ
う
で
す
。

　

そ
う
や
っ
て
地
域
医
療
の
現
状
に
も

慣
れ
、
午
前
は
雄
鹿
原
診
療
所
・
午
後

か
ら
八
幡
診
療
所
で
の
診
療
、
そ
の
後

往
診
す
る
と
い
う
医
療
体
制
を
こ
な
し

て
い
く
う
ち
に
、
今
後
こ
の
地
域
は
さ

ら
に
高
齢
化
が
進
行
す
る
こ
と
か
ら
一

人
で
何
で
も
や
る
体
制
の
限
界
を
予
感

し
、
チ
ー
ム
で
対
応
す
る
医
療
体
制
の

構
築
の
必
要
性
を
町
行
政
な
ど
に
強
く

訴
え
か
け
、
保
健
師
や
看
護
師
を
そ
ろ

え
、
複
数
の
医
師
に
よ
る
医
療
体
制
の

構
築
に
尽
力
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の

で
し
た
。

　

「
そ
の
た
め
に
は
、
医
療
だ
け
で
は

な
く
、
事
前
の
健
康
診
断
、
事
後
の
リ

ハ
ビ
リ
、
福
祉
を
一
体
と
な
っ
て
行
う

拠
点
が
必
要
だ
と
思
っ
た
」
吉
見
医
師

は
町
や
国
に
働
き
か
け
、
す
べ
て
の
機

能
を
持
っ
た
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
が
完
成
す
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
せ
っ
か
く
完
成
し
た
施
設
を

有
効
活
用
す
る
た
め
に
は
、
優
秀
な
ス

タ
ッ
フ
が
必
要
と
の
思
い
か
ら
、
「
若

い
医
者
が
芸
北
に
定
着
す
る
に
は
十
分

な
医
療
器
具
の
整
備
が
重
要
」
と
し
て

電
子
カ
ル
テ
な
ど
、
当
時
の
最
新
設
備

の
導
入
を
い
ち
は
や
く
進
め
て
行
き
ま

し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
吉
見
医
師
の
思
い
が
結

集
し
た
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
は

「
こ
れ
か
ら
も
地
域
医
療
の
拠
点
と
し

て
、住
民
の
健
康
を
さ
さ
え
て
ほ
し
い
」

と
今
後
へ
の
願
い
を
語
る
ほ
ど
特
別
な

場
所
な
の
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
芸
北
地
域
で
過
ご
し
た
日
々

を
思
い
起
こ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
子
ど
も
し
か
見
ら
れ
な
い
医
師

だ
っ
た
私
を
信
頼
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
病

気
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、
ス

キ
ー
ヤ
ー
の
骨
折
か
ら
何
や
ら
地
域
に

役
立
つ
医
者
に
育
て
て
も
ら
っ
た
。
全

力
で
立
ち
向
か
っ
た
か
ら
、
相
手
も
全

力
で
返
し
て
き
て
く
れ
た
の
だ
と
思

う
。
こ
れ
は
芸
北
の
地
に
来
て
こ
そ
で

あ
る
。
大
変
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

苦
境
は
変
革
の
母
と
思
い
、
困
難
に
立

ち
向
か
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
困
難

の
時
に
出
会
っ
た
人
た
ち
に
大
い
に
助

け
て
も
ら
い
、
今
日
が
あ
る
。
感
謝
の

気
持
ち
し
か
な
い
。」

　

吉
見
先
生
、
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

送別会で感謝状を町長から贈られる吉見医師

愛犬と一緒にお話を
おうかがいしました

最後の日、職員から送り出される吉見医師
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北広島キャンペーン
ロゴ・キャッチフレーズ決定！

　

北
広
島
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ロ

ゴ
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
決

定
し
ま
し
た
。
日
本
国
内
外
か

ら
多
く
の
応
募
が
あ
り
、
合
計

で
２
千
件
を
超
え
る
作
品
が
集

ま
り
ま
し
た
。
２
月
24
日（
木
）

に
役
場
で
開
催
し
た
審
査
会
に

お
い
て
、
最
優
秀
作
品
１
点
、

優
秀
作
品
２
点
を
そ
れ
ぞ
れ
選

定
し
ま
し
た
。
審
査
に
は
、
広

島
大
学
大
学
院
江
崎
教
授
、
中

国
新
聞
社
山
田
部
長
、
広
島

ホ
ー
ム
テ
レ
ビ
酒
井
部
長
、
北

広
島
町
長
、
北
広
島
町
観
光
協

会
会
長
、
北
広
島
町
商
工
会
会

長
の
６
名
が
当
た
り
ま
し
た
。 

　

今
後
、
イ
ベ
ン
ト
や
配
布
物

な
ど
に
活
用
し
て
い
き
、
北
広

島
町
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
い
き

ま
す
。

応
募
総
数

ロ
ゴ
部
門　

      

３
１
６
作
品

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
部
門

１
７
１
３
作
品

審
査
結
果
（
敬
称
略
）　

○
ロ
ゴ
部
門　

最
優
秀
賞

　

田
中
一
則
（
鹿
児
島
市
）

優
秀
賞

　

松
岡
英
男
（
山
形
市
）

　

山
本
正
克
（
北
広
島
町
）

○
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
部
門

最
優
秀
賞

キ
タ
ね
！
広
い
ね
！
北
広
島
。

　

植
松
満
広（
長
崎
県
諫
早
市
）

優
秀
賞

み
ど
り
の
太
陽　

北
ひ
ろ
し
ま

　

川
村
玲
子
（
神
奈
川
県

横
浜
市
磯
子
区
）

ゆ
た
か　

の
ど
か　

ほ
の
か　

北
広
島

　

池
永
一
広（
大
阪
府
高
槻
市
）

問　北広島キャンペーン実行委員会事務局

　　企画課地域振興係

　０５０‐５８１２‐１８５６

北広島キャンペーンとは

魅力ある地域資源を「北広島らしさ・

ブランド」と捉え、官民が一体と

なって国内外に向けた情報発信を行

い、「認知度」、「身近さ」、「イメージ」

などを向上させ、交流人口の拡大に

よる地域活性化を図る事業です。

　

４
月
10
日
は
、
広
島
県
議
会

議
員
一
般
選
挙
の
日
で
す
。
今

後
の
県
政
を
担
う
人
を
決
め

る
、
大
事
な
選
挙
で
す
。
棄
権

す
る
こ
と
な
く
、
大
切
な
一
票

を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

北
広
島
町
で
投
票
で
き
る
人

　

北
広
島
町
で
投
票
で
き
る
人

は
、
平
成
３
年
４
月
11
日
ま
で

に
生
ま
れ
、
平
成
22
年
12
月
31

日
ま
で
に
北
広
島
町
の
住
民
登

録
が
し
て
あ
り
、
引
き
続
き
北

広
島
町
に
住
ん
で
い
る
人
で

す
。

期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
の
予
定
が
あ
る
人
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

　

出
張
な
ど
で
町
外
滞
在
中
の

人
や
、
指
定
病
院
へ
入
院
中
、

老
人
ホ
ー
ム
へ
入
所
中
な
ど
の

人
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

問　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　

総
務
課
総
務
係

　

０
５
０
‐
５
８
１
２
‐

２
１
１
１

広島の　明るい未来を　あなたの一票で

広島県議会議員一般選挙

投票日 ４月 10日（日）
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ワールドスノーボード
                 フェスティバル
                               i n 広島2011

　

２
月
12
日
、
や
わ
た
ハ
イ
ラ
ン
ド

１
９
１
に
お
い
て
、
ワ
ー
ル
ド
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
リ
ス

ト
な
ど
が
揃
う
現
役
ト
ッ
プ
選
手
と
一

般
参
加
者
を
含
む
１
４
２
人
が
競
技
に

参
加
し
た
大
会
は
、
あ
い
に
く
の
天
候

と
な
り
ま
し
た
が
、
初
め
て
開
催
さ
れ

る
大
会
と
あ
っ
て
選
手
も
発
憤
し
、
大

雪
に
負
け
ず
観
戦
し
た
約
２
７
５
０
人

の
観
客
を
大
い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

北
広
島
町
内
の
ス
キ
ー
場
へ
の
来
場

者
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
ピ
ー
ク

だ
っ
た
平
成
11
年
頃
と
比
べ
る
と
４
分

の
１
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
た
め
、
ス

キ
ー
産
業
の
振
興
に
各
種
施
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
、
世
界
ト
ッ
プ
選
手

が
集
ま
る
大
会
を
開
催
で
き
、
ス
キ
ー

場
が
集
ま
る
町
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
が
出

来
ま
し
た
。

問　

企
画
課
地
域
振
興
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

世
界
ト
ッ
プ
選
手
と
文
化
交
流

　

ワ
ー
ル
ド
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
開
催
を
記
念
し
て
、
普
段

接
す
る
こ
と
が
な
い
メ
ダ
リ
ス
ト
な
ど

世
界
の
ト
ッ
プ
選
手
と
町
内
の
子
ど
も

た
ち
が
文
化
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
豊
平
ど
ん
ぐ
り
村
で
ソ
バ
打

ち
体
験
を
行
い
、
選
手
も
子
ど
も
も
初

め
て
の
ソ
バ
打
ち
経
験
を
楽
し
ん
だ

後
、
神
楽
の
面
作
り
を
行
い
、
自
分
が

作
っ
た
お
面
を
互
い
に
見
せ
合
っ
て
い

ま
し
た
。

　

日
本
の
文
化
と
子
ど
も
た
ち
と
の
交

流
が
で
き
、
満
足
し
た
選
手
た
ち
は
、

作
っ
た
お
面
を
大
事
そ
う
に
抱
え
て
試

合
会
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。

吹雪をものともせず滑走する選手たち

言葉は通じなくても、一緒に楽しくソバ打ち体験

講師の指導のもと真剣にソバをのばす

完成したお面を持って記念写真

前夜祭では芸北分校神楽部が神楽を上演した
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平成 23 年度　狂犬病予防注射 ( 集合注射 ) と定期登録

　生後 91 日以上の飼い犬は、狂犬病予防法により、生涯１回の登録と毎年１回の狂犬病予防注射を

受けることが義務付けられています。町内を巡回して予防注射を行いますので、飼い主の方は忘れず

に予防注射を受けるようにしてください。

問　町民課環境管理室　０５０－５８１２－１８５４

平成 23 年度の狂犬病予防注射 ( 集合注射 ) を次のとおり実施します。

※詳しくは、ハガキ・回覧文書をご確認ください。

また、町内の動物病院では１年を通して予防

注射を行っています。

その他必要な届出（届出は役場町民課又は各支所自治振興課へ）

　次のような場合は、役場へ届出が必要になりますので、お問い合わせください。

●飼い犬が死亡したとき

●飼い主の住所や氏名が変わったとき

●飼い主が変わったとき

日程及び問い合わせ先

大　朝
４月２７日（水）
　～２８日（木）

大朝支所自治振興課
 050-5812-2211

千代田
５月１１日（水）
　～１３日（金）

町民課環境管理室
 050-5812-1854

豊　平
５月１９日（木）
　～２０日（金）

豊平支所自治振興課
 050-5812-1122

芸　北
６月　２日（木）
　～　３日（金）

芸北支所自治振興課
 050-5812-2110

区　分 注射のみ 新規登録・注射

登録料 ー 3,000 円

予防注射料 2,500 円 2,500 円

注射済票交付料   550 円   550 円

合　計 3,050 円 6,050 円

他人に迷惑をかけたり危害を加えることのないよう気をつけましょう

○散歩をするときは！

フンの後始末を

　散歩のときは袋やスコップ等を持参し、フンを放置せず持ち帰り適正に処分しましょう。

つないで散歩を

　必ず鎖やリードなどでつないで散歩し、他人に危害を加えないように注意しましょう。

○犬の放し飼い禁止！

　犬が交通事故にあったり、また、人に危害を加えたりする可能性もあり大変危険です。ロープや鎖

でつなぐか、柵などの囲いの中で飼いましょう。

○犬が人を咬んだときは！

　万が一、飼い犬が人を咬んでしまったら、すみやかに動物愛護センターに届けてください。

　（広島県動物愛護センター　０８４８－８６－６５１１）

鑑札は、首輪など犬に着けておくようにしてください
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地域の危険箇所について説明を受ける下春木女性会の皆さん 夏には大崎上島の海で再会を誓って記念撮影

大崎上島町との「海」と「山」相互交流

島の子どもたちとスキー交流

　北広島町（大朝地域）では、姉妹町である大

崎上島町（旧東野町）と相互交流を行っていま

す。両町の子どもたちは冬には北広島でスキー

交流を、夏には大崎上島町で海に囲まれた島な

らではの交流を行っています。今回のスキー交

流は２月３日～４日に開催し、大崎上島町から

44 名、大朝地域から 27 名の子どもたちが参加

し、神楽やスキーで交流を深めました。

下春木女性会の防災教室

土砂災害・浸水災害について勉強

　２月20日、下春木地区女性会が自然災害から身

を守るための勉強会を開催しました。災害危険箇

所図を確認しながら、町担当者から、長雨の後１時

間 30ミリ程度の雨が降れば非常に危険なこと、不

安なときには避難施設にとらわれず身近にある安

全な場所にまず身を寄せることなど、「下春木地区

警戒避難マニュアル」をテキストにして説明を受け、

自主的な警戒と早めの避難について学びました。

　

定
時
運
行
型
デ
マ
ン
ド
バ
ス
「
ホ
ー

プ
タ
ク
シ
ー
」
は
、
自
宅
か
ら
友
達

の
家
へ
、
自
宅
か
ら
病
院
へ
、
運
行

エ
リ
ア
の
中
な
ら
玄
関
先
ま
で
送
迎

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
特
徴

○
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
た
め
、
あ

ち
こ
ち
に
寄
り
道
を
し
な
が
ら

運
行
し
ま
す
。
時
間
に
余
裕
を

も
っ
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
便
ご
と
に
運
行
経
路
を
定
め
運
行

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
到
着

時
刻
も
便
ご
と
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
な
お
、
予
約
が
な
い
場

合
は
運
行
し
ま
せ
ん
。

○
運
賃
は
５
０
０
円

（
中
学
生
以
上
１
人
１
回
）

◆
利
用
申
込

　

利
用
す
る
３
日
前
～
30
分
前
ま
で

に
予
約
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
利
用
の

予
約
を
し
ま
す
。
住
所
、
名
前
、
い

つ
利
用
し
た
い
の
か
を
伝
え
て
く
だ

さ
い
。

◆
注
意

　

原
則
、
自
宅
か
ら
目
的
先
ま
で
送

迎
し
ま
す
が
、
道
路
の
幅
員
が
狭

か
っ
た
り
、
う
回
す
る
場
所
が
な
い

状
況
や
積
雪
な
ど
に
よ
り
指
定
場
所

ま
で
送
迎
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
予
約
先

　

芸
北　
　


３
５
‐
０
７
０
７

　

大
朝　
　


８
２
‐
７
８
７
８

　

千
代
田　


７
３
‐
０
６
５
５

　

豊
平　
　


８
３
‐
０
０
７
７

問　

企
画
課
地
域
振
興
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

生活交通ニュース ホープタクシーの利用方法

① 電話予約

乗車までの流れ

○○ですがの、

明日の 10 時の便で、

病院まで連れて行って

くれんかの？

② 予約センター

③ 送迎

○○さんですね。

予約受けつけました。

迎えに行きますので、

お家で待っていて

ください。
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避難経路の矢印を入れて完成です

問　

上
下
水
道
課
下
水
道
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
６
１

■
浄
化
槽
の
法
定
検
査
（
11
条
検
査
）

を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

　

10
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
を
管
理
（
設

置
）
さ
れ
て
い
る
方
へ
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
平
成
23
年
度
の
法
定
検
査
は
、
５

年
ご
と
に
行
わ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検

査
の
年
度
に
あ
た
り
、
検
査
内
容
、
検

査
手
数
料
、
検
査
機
関
な
ど
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

災
害
予
知
訓
練
を
し
て
み
よ
う

我
が
家
の
「
防
災
マ
ッ
プ
」
づ
く
り
に

挑
戦
！

　

災
害
予
知
訓
練
と
は
、
地
図
を
使
っ

た
災
害
の
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

こ
と
で
、
難
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
必
要
な
も
の
は
カ
レ
ン
ダ
ー
の
裏

な
ど
大
き
な
白
い
紙
と
５
色
く
ら
い
の

マ
ー
カ
ー
ペ
ン
で
す
。

①
ま
ず
は
自
宅
周
辺
の
地
図
を
大
き
く

描
い
て
、
車
が
通
れ
る
道
、
通
れ
な

い
道
、
細
い
道
、
橋
な
ど
を
茶
色
で

描
き
込
み
ま
す
。

②
こ
れ
に
川
や
た
め
池
、
水
路
な
ど
を

水
色
で
描
き
加
え
ま
す
。

③
次
に
避
難
場
所
や
広
場
な
ど
の
安
全

な
場
所
を
緑
色
で
地
図
に
落
と
し

ま
す
。

以
上
で
基
本
と
な
る
地
図
が
完
成
で
す
。

　

こ
の
地
図
を
使
っ
て
、
大
雨
や
大
地

震
の
発
生
を
想
定
し
て
、
自
宅
周
囲
の

危
険
箇
所
、
不
安
な
場
所
、
普
段
気
に

か
か
る
所
を
思
い
つ
く
ま
ま
自
由
に
書

き
込
み
ま
す
。
最
後
に
裏
山
の
土
石
流

や
が
け
崩
れ
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は

ど
の
道
を
使
っ
て
、
ど
こ
に
避
難
す
る

か
。
大
地
震
が
起
き
て
橋
が
崩
れ
、
道

が
閉
ざ
さ
れ
、
火
事
も
発
生
し
た
な
ど

想
像
し
な
が
ら
、
安
全
な
避
難
場
所
と

避
難
経
路
を
探
し
て
決
め
て
お
き
ま

す
。

　

こ
の
訓
練
の
目
的
は
上
手
な
マ
ッ
プ

を
作
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族

み
ん
な
で
危
険
箇
所
を
探
し
、
災
害
を

予
測
し
て
、
ど
う
行
動
す
れ
ば
よ
い
の

か
を
考
え
る
の
が
目
的
で
す
。
地
図
は

そ
の
道
具
の
一
つ
と
い
う
わ
け
で
す
。

我
が
家
の
「
防
災
マ
ッ
プ
」
づ
く
り
に

挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

栃
田
地
区
の
防
災
マ
ッ
プ
つ
く
り

　

本
地
栃
田
地
区
の
皆
さ
ん
が
土
砂
災

害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
出
前
講
座
を

開
催
し
、
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
栃
田
地
区
の
大
き
な
地
図

に
県
道
や
町
道
を
な
ぞ
り
な
が
ら
我
が

家
を
確
認
し
、
次
に
川
や
た
め
池
、
避

難
施
設
や
安
全
な
場
所
を
描
き
込
み
ま

す
。
そ
し
て
大
雨
が
降
り
続
く
こ
と
を

想
定
し
、
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る

谷
や
裏
山
、
浸
水
し
そ
う
な
場
所
な
ど
、

不
安
箇
所
を
み
ん
な
で
探
し
ま
す
。
最

も
安
全
な
避
難
場
所
と
避
難
経
路
を
考

え
た
ら
手
づ
く
り
の
防
災
マ
ッ
プ
の
で

き
あ
が
り
で
す
。
災
害
の
前
ぶ
れ
や
雨

脚
、
川
の
水
位
に
注
意
し
て
、
不
安
な

と
き
は
声
を
か
け
あ
い
早
め
の
避
難
が

大
切
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

問　

総
務
課
総
務
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
１
１
１

道路や川をなぞって基本地図ができました

危険箇所を書き込み安全な場所を探します

検査料金 合併処理浄化槽 単独処理浄化槽

ガイドライン検査 ７，０００円 ５，０００円

効率化検査 ５，０００円 ５，０００円

検査区分 担当検査機関名 連絡先

ガ イ ド ラ イ ン

検査

公益社団法人

広島県環境保全センター

広島市安佐南区大塚西４丁目

２番 28 号

  082-849-6411

効率化検査
社団法人

広島県浄化槽維持管理協会

広島市中区東平塚町３番 28 号

  082-546-2168
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写真はイメージです

　

年
度
の
変
わ
る
こ
の
時
期
は
、
職
員

の
退
職
や
配
置
換
え
、
ま
た
新
入
社
員

な
ど
、
人
事
異
動
の
季
節
で
す
。
職
員

異
動
に
伴
っ
て
、
防
火
管
理
者
な
ど
の

消
防
に
関
す
る
有
資
格
者
の
変
更
が
あ

る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
消
防
署
へ
届
け

出
し
ま
し
ょ
う
。

Fi
re

fig
hting spirits防
災
最
前
線

北広島町消防本部
 0826-72-0119

IP050-5812-1119

５
月
31
日
ま
で
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

３
月
15
日
～
５
月
５
日
　
林
野
火
災
特
別
警
戒
実
施
中

■
防
火
管
理
者

　

建
物
の
防
火
に
関
し
て
、
管
理
監
督

を
す
る
上
で
必
要
な
方
で
す
。
防
火
管

理
者
を
変
更
す
る
場
合
は
、
防
火
管
理

者
の
資
格
を
有
す
る
方
で
、
職
場
内
の

管
理
監
督
的
立
場
の
方
を
新
た
に
選
任

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
は
「
消
防

計
画
の
変
更
」
も
必
要
で
す
。

■
危
険
物
保
安
監
督
者

　

地
下
タ
ン
ク
な
ど
の
危
険
物
施
設
を

有
す
る
職
場
に
は
、
「
危
険
物
取
扱
者
」

と
い
う
資
格
が
必
要
で
、
一
定
の
基
準

以
上
の
危
険
物
施
設
に
は
「
危
険
物
保

安
監
督
者
」
を
置
か
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。

人
事
異
動
に
伴
う
、

消
防
関
係
の
届
け
出

　

共
同
購
入
は
個
別
購
入
に
比
べ
、

安
価
に
購
入
で
き
る
傾
向
が
あ
り
、

一
斉
に
設
置
す
れ
ば
そ
の
後
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
も
地
域
で
共
有
で
き

ま
す
。
ま
た
、
悪
徳
販
売
者
が
地

域
に
入
れ
な
い
対
策
に
も
な
り
、

町
内
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

共
同
購
入
の
流
れ

　

千
代
田
地
域
の
本
地
振
興
会
が

行
っ
た
共
同
購
入
ま
で
の
流
れ
を

紹
介
し
ま
す
。
総
務
部
の
栗
本
さ

ん
は
、「
時
期
を
失
し
な
い
で
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
計
画
か
ら
設
置
を
行
う
こ

と
が
重
要
」
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。

本
地
振
興
会
の
例

地
域
の
設
置
状
況
調
査

　
　

↓

警
報
器
の
価
格
交
渉

資
料
の
作
成

　
　

↓

役
員
会
へ
共
同
購
入
提
案

　
　

↓

希
望
と
り
ま
と
め

　
　

↓

発
注
・
納
品

各
戸
へ
配
布
・
代
金
徴
収

　
　

↓

希
望
者
に
は
取
付
け

（
設
置
は
区
長
・
消
防
団
）

届
け
出
の
必
用
な
有
資
格
者

火
薬
類
取
扱
保
安
責
任
者
や
高
圧
ガ

ス
保
安
統
括
者
な
ど
も
、
異
動
が
あ

れ
ば
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

義
務
化
さ
れ
た
の
は
、
煙
式
の
住

宅
用
火
災
警
報
器
で
設
置
場
所
は
寝

室
と
階
段
室
等
で
す
。
義
務
で
は
有

り
ま
せ
ん
が
、
台
所
は
熱
式
又
は
煙

式
の
設
置
を
お
勧
め
し
ま
す
。
詳
し

く
は
消
防
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

住宅用火災警報器
共同購入のススメ

消防署からひとこと

あなたの職場では、

もう済んでますか？
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　特集 住宅用火災警報器
設置場所
本当にそれでいいの？

台
所
だ
け
に
付

け
て
ま
す
。

そ
れ
で
良
い
ん

じ
ゃ
な
い
の
？

寝
室
に
ゃ
あ
、

付
け
と
り
ゃ
あ
せ

ん
で
ぇ
。

火
が
出
る
の
は

台
所
じ
ゃ
ろ
う
？

　

こ
れ
ら
の
声
は
、
既
に
設
置
さ
れ
た
方
の
中

か
ら
聞
こ
え
て
き
た
声
で
す
。

　

で
も
、本
当
に
そ
れ
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

住
宅
用
火
災
警

報
器
は
、
火
災

発
生
時
の
逃
げ

遅
れ
を
防
ぐ
の

が
目
的
で
す
。

ど
こ
か
ら
火
災
が
発
生
す
る
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
。
必
ず
寝
室

と
階
段
室
等
に
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

義
務
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

煙
式
（
煙
に
反
応
す
る
タ
イ
プ
）

の
警
報
器
で
す
。

設置する部屋（義務）

① 寝室

② 階段

普段寝室に使われる部屋に設置しま

す。寝室として使われる子供部屋など

も設置の対象になります。

寝室がある階（屋外に直接避難できる

階を除く）の階段最上部に設置します。

取り付け位置

台所に設置義務は

ありませんが、火

を取り扱う場所な

ので設置をお勧め

します。

　煙式を台所のコンロの真上に付

けると、調理の湯気などに反応し

て鳴動します。煙式であれば、コ

ンロから離れた位置に付けましょ

う。コンロの近くへの取り付けは、

熱式をお勧めします。

台所設置のポイント 煙
式
感
知
器

熱
式
感
知
器

取り付け場所が悪いと、感知器が正常に作動しませんので、以下に

示す位置を参考に設置してください。

天井に設置する場合

警報器の中心を壁から 0.6m
以上離して付けましょう

梁などがある場合は、梁か
ら 0.6 ｍ以上離して取り付
けましょう

エアコンなどの吹き出し口
からは 1.5 ｍ以上離して取
り付けましょう

警報器の中心が天井から
0.15 ～ 0.5 ｍ以内の位置に
付けましょう

壁に設置する場合

※その他詳しくは、最寄りの消防署・出張所へお問い合わせ下さい。

①
寝室

①

①②

寝室
台所階段

子供部屋

0.6m 以上 0.6m 以上 1.5m 以上

0.15 ～ 0.5m 以上
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１
日
何
回
笑
っ
て
い
ま
す
か
？

～ 

笑
顔
の
写
真
優
秀
作
品
の
紹
介 

～

　康
通
健

信

Healthy
Communication

第 73 回

大
朝
の
安
部
慶
子
さ
ん
の
作
品

　

現
在
３
人
の
ひ
孫
の
い
る
安

部
さ
ん
。
昨
年
の
４
月
に
生
ま

れ
た
晴は

る
さ
き咲

く
ん
の
写
真
で
す
。

岡
山
に
い
る
の
で
、
な
か
な
か

会
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す

が
、
11
月
に
家
族
み
ん
な
で
会

い
に
来
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

千
代
田
の
水
藤
博
文
さ
ん
の
作
品

　

大
朝
の
岩
崎
さ
ん
宅
に
生
ま

れ
た
ヤ
ギ
の
写
真
で
す
。
こ
の
ヤ

ギ
、
生
ま
れ
た
て
な
の
で
、
耳
が

た
れ
て
い
ま
す
。
普
通
、
ヤ
ギ
は

耳
が
ピ
ー
ン
と
し
て
い
ま
す
が
、

生
ま
れ
て
数
日
は
耳
が
こ
の
よ
う

に
垂
れ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

ま
め
マ
メ

　
ラ
ジ
オ
体
操
紹
介
コ
ー
ナ
ー

ラ
ジ
オ
体
操
続
け
て
40
年

　

千
代
田
の
中
野
石
材
で
は
、

40
年
近
く
毎
朝
仕
事
前
に
ラ
ジ

オ
体
操
を
し
て
い
ま
す
。
石
を

運
ぶ
な
ど
の
肉
体
労
働
が
多
い

た
め
、
仕
事
前
に
身
体
を
ほ
ぐ

す
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
「
先
代
の
社
長
か
ら
続

い
て
い
ま
す
。
テ
ー
プ
を
使
う

の
で
、
今
の
で
３
本
目
で
す
。」

と
話
す
現
社
長
の
中
野
一
雄
さ

ん
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
う
意
義

を
お
聞
き
す
る
と
「
ラ
ジ
オ
体

操
を
す
る
と
、
動
き
や
す
い
し

頭
が
す
っ
き
り
し
て
、
仕
事
を

や
ろ
う
と
気
力
が
わ
き
ま
す
。」

と
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

継
続
の
秘
訣
に
つ
い
て
は
、

17
年
前
の
事
務
所
移
転
を
き
っ

か
け
に
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
音
楽

を
流
し
て
、
み
ん
な
の
前
で
体

操
を
す
る
人
を
順
番
に
定
め
た

　

八
幡
に
お
住
ま
い
の
蓬

よ
も
ぎ

次つ
ぎ
え枝

さ

ん
は
大
正
８
年
生
ま
れ
の
91
歳
で

す
。
姉
が
５
才
で
亡
く
な
っ
た
事
も

あ
り
、
二
女
の
蓬
さ
ん
が
年
長
で
育

ち
、
昔
学
校
に
行
っ
て
も
妹
た
ち
が

気
に
な
り
、
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
て
い

る
と
、
何
度
か
先
生
に
怒
ら
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

毎
朝
の
日
課
は
、
起
き
て
顔
を

洗
い
、
髪
を
と
き
、
お
化
粧
ご
と
を

し
て
、
お
供
え
物
と
し
て
ミ
ル
ク
を

作
り
（
自
分
で
飲
む
た
め
だ
け
に

作
る
と
続
か
な
い
か
ら
）
２
階
の
神

棚
へ
お
参
り
す
る
事
で
す
。
夏
場
は

昼
間
に
野
菜
作
り
や
畑
の
草
を
刈
っ

た
り
し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

元
気
の
秘
訣
に
つ
い
て
尋
ね
る

と
、「
私
は
と
に
か
く
お
し
ゃ
べ
り

が
好
き
で
、
妹
に
電
話
を
か
け
て
、

向
こ
う
の
話
は
聞
か
ず
に
自
分
ば
っ

か
り
話
し
て
る
ん
だ
け
ど
、
お
し
ゃ

べ
り
を
す
る
と
沈
ん
だ
気
持
も
元

気
に
な
る
ん
よ
。」
と
蓬
さ
ん
。

　

色
々
と
お
話
し
を
聞
か
せ
て
も
ら

う
中
で
、
洗
濯
は
運
動
の
た
め
、
食

生
活
や
検
診
は
健
康
の
た
め
と
自

分
で
考
え
、
規
則
正
し
く
、
そ
し
て

イ
キ
イ
キ
と
生
活
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
事
が
長
生
き
の
秘
訣
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

（
ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま
取
材
班
）

週
番
制
を
始
め
た
こ
と
だ
そ
う

で
す
。中
野
社
長
だ
け
で
な
く
、

社
員
み
な
さ
ん
で
続
い
て
き
た

の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

かわいい、かわいい晴咲くんです

小さなヤギと同じ目線になるため這いつくばって撮影

明
治
・
大
正
生
ま
れ
の
お
元
気
さ
ん

～
元
気
の
秘
訣
を
教
え
て
く
だ
さ
い
～

仕事前にラジオ体操を行う中野石材の従業員のみなさん

　

健
康
増
進
計
画
「
ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま
」
推
進
委
員
会
で
は
、

「
町
民
の
み
な
さ
ん
が
笑
顔
と
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
お
く
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
を
込
め
、
笑
顔
の
写
真
を
募
集
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
に
ご
応
募
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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０５０－５８１２－７４４７問 きたひろネットセンター

きたひろネットの宅内配線工事をお早めに！

　平成 23 年３月８日現在、きたひろネットの利用世帯数は、４，７６５世帯で利用率は７６．６％です。

　また、宅内工事登録店からの申請を受けて、きたひろネットセンターが工事施工を指示した世帯は

４，９６３世帯になり、全体の７９．８％になります。宅内配線工事が、約８０％まで完了しつつあり

ます。まだ宅内配線工事をしておられない方は、早めに宅内配線工事をお願いします。

　進捗状況についてくわしくは、下表をご覧ください。

　

利用開始状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３月８日現在）

基　本 インターネット 指示書発行 発行率

保安器設置数

①

利用者数

②

利用率

②／①

利用者数

③

利用率

③／② ④ ④／①

芸　北 1,190 1,020 85.7％ 328 32.2％ 1,059 89.0％

大　朝 886 492 55.5％ 175 35.6％ 548 61.9％

千代田 2,971 2,491 83.8％ 964 38.7％ 2,536 85.4％

豊　平 1,175 762 64.9％ 208 27.3％ 820 70.0％

計 6,222 4,765 76.6％ 1,675 35.2％ 4,963 79.8％

指示書発行：宅内工事登録店から部材承認を受けて工事施工を指示した数

２０１１年７月24日、アナログ放送は見られなくなります！

　アナログテレビのままでは、「地上デジタル放送」を見ることができませんので地上デジタル放送

受信の準備をお願いします。

　きたひろネットご利用の方でも、アナログテレビで見ておられる方は、デジタル変換用チューナー

かデジタルテレビの準備が必要になります。

問　地デジ全般に関するお問い合わせ先：総務省テレビ受信センター　０５７０ー０７ー０１０１

デジサポ広島　０８２ー５５３ー０１０１

11 Public Relations Kitahiroshima
2011.4



　

…
問
い
合
わ
せ
先

問

■
就
学
援
助
と
修
学
奨
学
金
貸
与

義
務
教
育
就
学
援
助
制
度（
小
中
学
校
）

　

義
務
教
育
就
学
援
助
制
度
は
、
経
済

的
な
理
由
で
小
学
校
や
中
学
校
へ
の
就

学
が
困
難
な
場
合
、
学
用
品
費
や
給
食

費
な
ど
の
支
給
が
受
け
ら
れ
る
制
度
で

す
。
支
給
を
受
け
る
に
は
、
世
帯
の
所

得
制
限
な
ど
、
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ

り
ま
す
。く
わ
し
い
案
内
や
申
請
書
は
、

教
育
委
員
会
事
務
局
や
、
各
学
校
に
あ

り
ま
す
。
平
成
23
年
度
分
の
申
請
書
の

提
出
期
限
は
、
４
月
28
日
で
す
。
前
年

度
か
ら
引
き
続
き
支
給
を
受
け
る
場
合

も
、
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

修
学
奨
学
金
貸
与
制
度（
高
校
大
学
等
）

　

修
学
奨
学
金
貸
与
制
度
は
、
高
等
学

校
や
大
学
な
ど
高
等
教
育
機
関
へ
の
進

学
希
望
者
の
う
ち
、
経
済
的
な
理
由
で

修
学
が
困
難
な
方
が
、
北
広
島
町
か
ら

奨
学
金
の
貸
与
を
無
利
子
で
受
け
ら
れ

る
制
度
で
す
。
貸
与
を
受
け
る
に
は
，

世
帯
の
所
得
制
限
な
ど
、
い
く
つ
か
の

条
件
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
い
案
内
や

申
請
書
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
や
役

場
各
支
所
自
治
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
分
の
申
請
書
の
提
出
期
限

は
、
４
月
28
日
で
す
。
前
年
度
か
ら
引

き
続
き
貸
与
を
受
け
ら
れ
る
場
合
も
、

再
度
申
請
が
必
要
で
す
。
な
お
、
奨
学

金
は
、
学
校
卒
業
後
の
一
定
期
間
内
に

返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
８

■
母
子
・
父
子
家
庭
激
励
金

　

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
の
方
は
、
年

１
回
１
万
円
の
激
励
金
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成
23
年
４
月

１
日
現
在
で
北
広
島
町
に
１
年
以
上
住

所
が
あ
り
、
18
歳
未
満
の
子
を
扶
養
し

て
い
る
こ
と
が
支
給
要
件
と
な
り
ま
す
。

支
給
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
福
祉

課
ま
た
は
各
支
所
自
治
振
興
課
に
あ
る

申
請
書
に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

■
学
生
の
皆
さ
ん
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

学
生
の
方
は
、
一
般
的
に
収
入
が
少

な
い
、
も
し
く
は
ま
っ
た
く
な
い
場
合

が
多
く
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
で
す
。
そ
の
た
め
、
在
学

期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
し
、

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
学
生
時
代
の
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月

か
ら
翌
年
の
３
月
ま
で
で
す
。
申
請
が

遅
れ
て
も
年
度
内
で
あ
れ
ば
４
月
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
承
認
さ
れ
ま
す
が
、
忙
し

く
な
る
と
つ
い
忘
れ
が
ち
に
な
る
も
の

で
す
。早
め
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

承
認
を
受
け
る
と
そ
の
期
間
中
の
障

害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
に
対

し
て
、
満
額
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、保
険
料
を
追
納
し
な
い
限
り
、

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。
承
認
を
受
け
た
期
間
か
ら

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
満
額
の
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
も
、

国
民
年
金
保
険
料
の
後
払
い
（
追
納
）

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

申
請
は
、
年
金
手
帳
・
学
生
証
ま
た

は
在
学
証
明
書
・
印
鑑
を
持
っ
て
、
役

場
町
民
課
、
各
支
所
自
治
振
興
課
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
申
請
に
つ
い
て
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

町
民
課
国
保
年
金
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
４

■
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す
！
「
有
効

期
限
」
の
あ
る
介
護
保
険
被
保
険
者
証

　

現
在
65
歳
以
上
の
か
た
が
お
持
ち
の

介
護
保
険
被
保
険
者
証
（
黄
色
）
に
は
、

有
効
期
限
が
平
成
23
年
１
月
31
日
と
記

載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
有
効
期
限

は
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
有
効
期

限
を
経
過
し
て
も
お
手
持
ち
の
被
保
険

者
証
は
そ
の
ま
ま
有
効
で
す
。
改
め
て

更
新
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

か
た
に
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
が
交

付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
有
効
期
限
の

記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

「
有
効
期
限
」
は
、
要
介
護
認
定
の

有
効
期
間
と
は
異
な
り
ま
す
。

問　

保
健
課
介
護
保
険
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

　
　

各
支
所
自
治
振
興
課

有
効
期
限
を
過
ぎ
て
い
て
も
有
効
で
す
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保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ
　
　

　
ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

くらしの情報



■
国
民
健
康
保
険
の
届
出
は
忘
れ
ず
に

　

春
は
、
引
越
し
や
就
職
な
ど
人
の
動

き
の
多
い
時
期
で
す
。
次
の
よ
う
な
と

き
に
は
、
国
保
（
国
民
健
康
保
険
）
の

届
出
が
必
要
で
す
の
で
、
役
場
町
民
課

又
は
支
所
自
治
振
興
課
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

国
保
に
加
入
す
る
と
き

○
職
場
の
健
康
保
険
の
資
格
が
な
く

な
っ
た
と
き

○
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き

○
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

○
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

※
届
出
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、
国
保
に

加
入
す
る
資
格
が
で
き
た
月
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
す
る
こ
と
に

な
り
、
さ
か
の
ぼ
っ
た
部
分
の
保
険

税
も
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
の
資
格
が
な
く
な
る
と
き

○
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

○
他
の
市
区
町
村
へ
転
出
す
る
と
き

○
加
入
者
が
死
亡
し
た
と
き

○
生
活
保
護
を
受
け
始
め
た
と
き

※
届
出
が
無
い
場
合
、
継
続
し
て
国
保

に
加
入
し
て
い
る
状
態
に
な
り
、
保

険
税
も
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

問　

町
民
課
国
保
年
金
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
４

■
子
ど
も
に
関
す
る
定
期
巡
回
相
談

　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
に
関
す
る
心
配

事
や
悩
み
の
相
談
、
療
育
手
帳
の
再
判

定
な
ど
を
受
け
付
け
る
、
定
期
巡
回
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
、
広

島
県
西
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
児

童
福
祉
司
や
児
童
心
理
司
が
対
応
し
ま

す
。
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
事
前
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

日
時　

偶
数
月
第
１
金
曜
日
10
～
15
時

会
場　

千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー

問
（
申
込
）
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

■
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

町
が
実
施
す
る
健
診
と
し
て
は
、
総

合
・
巡
回
健
診
、
医
療
機
関
健
診
、
人

間
ド
ッ
ク
検
診
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
く

わ
し
く
は
区
長
文
書
で
配
布
し
て
あ
る

案
内
を
ご
覧
い
た
だ
き
、４
月
15
日
（
金
）

ま
で
に
役
場
保
健
課
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー

に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
に
１
度
は
健
康
診
査
を
受
け
て
、

自
分
の
体
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま

し
ょ
う
。

問　

保
健
課
健
康
増
進
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

■
広
島
県
障
害
者
陸
上
競
技
大
会

　

第
11
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
大
会
」
広
島
県

代
表
選
手
選
考
会
を
兼
ね
た
障
害
者
陸

上
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時

　

平
成
23
年
５
月
８
日
（
日
）

　

受
付
８
時
20
分
か
ら
（
予
定
）

　

開
会
式
９
時
20
分
か
ら
（
予
定
）

　

※
雨
天
決
行

場
所

　

東
広
島
運
動
公
園（
ア
ク
ア
パ
ー
ク
）

陸
上
競
技
場

参
加
資
格

　

平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
、
13
歳
以

上
で
広
島
県
に
在
住
す
る
身
体
障
害
児

･

者
及
び
知
的
障
害
児･

者
。
精
神
障

害
の
あ
る
方
は
オ
ー
プ
ン
参
加
。

※
参
加
資
格
は
右
記
の
他
に
細
か
な
要

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

参
加
申
込

　

実
施
要
項
で
競
技
種
目
な
ど
を
確
認

の
上
、
所
定
の
申
込
書
で
申
し
込
み
し

て
く
だ
さ
い
。

締
切

　

４
月
５
日
（
火
）

問　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー

　

０
８
２
‐
４
２
５
‐
６
８
０
０

　

FAX
０
８
２
‐
４
２
５
‐
６
７
８
９

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

oridsuru@
rehab-hiroshim

a.gr.jp

問　

福
祉
課
福
祉
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

■
本
地
財
産
区
議
会
議
員
決
定

　

任
期
満
了
に
よ
る
本
地
財
産
区
議
会

議
員
一
般
選
挙
（
二
月
十
五
日
執
行
）

は
、
立
候
補
者
の
数
が
定
数
（
七
名
）

を
超
え
な
か
っ
た
た
め
投
票
は
行
わ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
選
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

仲
野
　
末
雄

藤
原
　
耕
治

伊
藤
　
求

馬
場
　
惠
吾

田
坂
　
整
吾

小
林
　
博
之

堀
亀
　
靖

届
出
順
・
敬
称
略

問　

選
挙
管
理
委
員
会

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
１
１
１

■
農
業
振
興
地
域
の
除
外
・
編
入

　

町
で
は
、
農
業
の
振
興
と
優
良
農
地

確
保
の
た
め
に
、
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
を
た
て
、
農
業
の
た
め
に
使
う
土

地
を
「
農
用
地
区
域
」
と
し
て
定
め
て

い
ま
す
。
農
用
地
区
域
内
に
あ
る
田･

畑
・
牧
草
地
な
ど
は
、
農
業
を
す
る
た

め
の
土
地
と
し
て
農
業
関
係
施
策
を
総

合
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
所
定

の
手
続
き
を
し
な
い
で
宅
地
や
資
材
置

場
な
ど
農
業
以
外
の
用
途
に
使
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

農
振
農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
転
用

す
る
場
合
に
は
、
先
ず
農
用
地
区
域
か
ら

除
外
す
る
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

農
振
除
外
を
す
る
た
め
に
は
次
の
要
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件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

①	
農
地
以
外
に
使
う
計
画
が
明
確
で

あ
り
、
他
に
代
替
す
べ
き
土
地
が
得

ら
れ
な
い
こ
と
。

②	

農
用
地
の
集
団
化
、
農
作
業
の
効
率

化
そ
の
他
土
地
の
農
業
上
の
効
率

的
か
つ
総
合
的
な
利
用
に
支
障
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

③	

た
め
池
、
用
排
水
施
設
等
土
地
の
保

全
又
は
利
用
上
必
要
な
施
設
の
機

能
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な

い
こ
と
。

④
土
地
改
良
事
業
等
の
公
共
事
業
の
受

益
地
に
つ
い
て
は
、
工
事
完
了
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
て
８
年
を
経
過

し
て
い
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
除
外
、
編
入
、
用
途
変
更
の

申
出
を
、
４
月
に
受
け
付
け
ま
す
。

　

農
振
計
画
の
変
更
に
は
、
４
～
５
か

月
の
期
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
計
画
を

お
持
ち
の
方
は
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間　

４
月
１
日
～
４
月
28
日

問　

産
業
課
農
業
振
興
係

　

０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
７

■
造
林
事
業
（
間
伐
施
業
）
の
補
助
採

択
要
件
の
変
更

　

人
工
林
の
間
伐
施
業
に
つ
い
て
は
、

16
年
生
以
上
の
不
良
木
・
不
用
木
を
伐

倒
す
る
間
伐
（
切
捨
間
伐
）
と
、
36
年

生
以
上
の
高
齢
級
の
搬
出
を
伴
う
間
伐

（
機
能
増
進
保
育
）
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
補
助
対
象
の
施
業
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
の
間
伐
施
業
に
つ

い
て
は
、
搬
出
を
伴
う
間
伐
に
限
定
し
た

補
助
制
度
に
変
わ
る
ほ
か
、
一
定
面
積
の

集
約
化
が
要
件
と
し
て
加
わ
り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
に
お
い
て
、
間
伐
施
業

を
予
定
し
て
い
る
場
合
（
個
人
施
業
を

含
む
）
は
、
あ
ら
か
じ
め
森
林
組
合
も

し
く
は
役
場
産
業
課
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
個
人
で
施
業
す
る
場
合
も

補
助
採
択
要
件
が
加
わ
り
、
補
助
対
象

か
ら
外
れ
る
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
度
よ
り
「
ひ
ろ
し

ま
の
森
づ
く
り
県
民
税
」を
財
源
に
「
ひ

ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
」
を
展
開
し

て
お
り
、
荒
廃
し
た
人
工
林
を
再
生
さ

せ
る
た
め
「
環
境
貢
献
林
整
備
事
業（
人

工
林
間
伐
）」
を
補
助
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

山
県
森
林
組
合

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
２
１
２
６

問　

太
田
川
森
林
組
合

　


０
８
２
６
‐
２
８
‐
２
２
４
４

問　

役
場
産
業
課

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
７

■
加
工
室
（
み
そ
加
工
）
の
予
約
受
付

開
始
日
等
を
変
更
し
ま
す

　

平
成
23
年
度
千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー

加
工
室
の
み
そ
加
工
利
用
予
約
受
付
開

始
日
と
方
法
を
、
次
の
と
お
り
変
更
し

ま
す
。

み
そ
加
工
予
約
受
付

○
受
付
開
始
日
時

　

平
成
23
年
６
月
１
日
（
水
）

　

午
前
８
時
30
分
～

○
受
付
場
所

　

千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー

　

北
広
島
町
有
田
１
２
３
４
‐
１

　

０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
５
２
７
７

○
受
付
方
法

　

受
付
初
日
は
千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー

で
午
前
８
時
30
分
か
ら
整
理
券
を
配
布

し
、
整
理
番
号
順
に
予
約
受
付
を
行
い

ま
す
。

　

６
月
２
日
以
降
は
、
随
時
予
約
を
受

け
付
け
ま
す
。

○
ご
注
意

　

受
付
初
日
の
６
月
１
日
に
つ
い
て

は
、
電
話
で
の
予
約
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
。
必
ず
千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

豆
腐
加
工
予
約
受
付

　

随
時
受
け
付
け
ま
す
。
千
代
田
開
発

セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

企
画
課
地
域
振
興
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

■
特
別
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の

体
操
会
を
開
催
し
ま
す

開
催
日
時

　

平
成
23
年
５
月
25
日　

(

水)

　

午
前
６
時
～

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
―
開
催
日
で
す
！

会
場

　

晴
天
時　

北
広
島
町
大
朝
運
動
公
園

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド（
仮
称
）

　

雨
天
時　

北
広
島
町
大
朝
運
動
公
園

体
育
館
（
大
朝
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
）

問　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
６
４

アザレアからのお知らせ

☆ウォーキング・ランニングﾞクラブ会員募集中！☆
運動公園の周回路を利用してウォーキングや

ランニングﾞをなさっている方 ､ 会員登録をなさいませんか ?

登録無料 ｡ 入浴料が割引きになる特典があります。

●事務所受付にて随時受付致します　

アザレア千代田・千代田運動公園
　　  お問い合わせ ０８２６‐７２‐８８２２

広告
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」

［２月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 20,282 人 （－ 30）

    転　入 26 人

    転　出 44 人

　 出　生 11 人

　 死　亡 23 人

    世帯数 8,307 世帯 （－８）

>>> Population 人口と世帯

>>> \\\ 税情報

口座振替推進キャンペーン
町税はかんたん、べんりな口座振替で！

手続きは簡単。北広島町指定の金融機

関で①預金通帳②口座届出の印鑑を

持って、「口座振替依頼書」に記入・

捺印して終わりです。

>>> Human rights 人権標語

思いやり

一人一人を

大切に

>>> Editor's postscript 編集後記

◆ようやく暖かくなってきたと思えば、急

に冷え込んだりと、季節の変わり目である

ことを感じます。今年度はあっという間に

過ぎ去ったなと、降り始めた３月の雪を見

ながら、ふと考えてしまいました。

■訂正とお詫び

　広報きたひろしま３月号に誤りがありまし

た。７ページ４段目の７行目「１５００円」

は「１万５０００円」の誤りです。14 ページ

４段目 27 行目「危険度の高いスポーツ８００

円」は「危険度の高いスポーツ９０００円」

の誤りです。お詫びして訂正します。

３月 10 日現在 届出順

企　　業　　名 募 集 職 種

医療法人 明和会 介護支援専門員、看護師他

医療法人社団 慶寿会 千代田中央病院 看護師（正・准）

ローソン 千代田インター店 店内接客

医療法人社団せがわ会 千代田病院 看護師（正・准）、介護職

医療法人社団もみの木会 大朝ふるさと病院 看護師（正・准）

有限会社 かわすみ 接客、商品管理

有限会社 新見仕出し店 調理補助、販売

とよひら小規模多機能ホーム 介護職

特別養護老人ホーム ゆりかご荘 看護師・介護職員

北広島町豊平病院 薬剤師・理学療養士

セブンイレブン 千代田インター店 店内接客

特別養護老人ホーム やまゆり 介護職

今井運送 株式会社 大型ウイング運転手

新広島ヤクルト販売株式会社 千代田センター 食品販売

千代田ＯＧＭゴルフ倶楽部 ホール・フロント・キャディ・経理

へんぽこ茶屋 移動販売車での実演販売

八剣伝 千代田店 接客業

中国木材 株式会社 製材加工要員

広島北ホテル バーテンダー・レストランスタッフ

株式会社大上自動車工業 千代田工場 電装工・塗装工

株式会社タック 交通誘導警備員

ガスト広島千代田店 接客・調理等

美和運送 株式会社 運送業

有限会社 カーステーション織田 自動車整備士

Excel そり（デオデオ大朝店 ) 修理・電気工事

株式会社ダイケン広島支社 ホテル客室清掃・ホテル共用部屋清掃

焼肉 河九 調理

株式会社フレスタサンクス店 レジ・品出し・パック作業・調理・総菜

丸二株式会社 製造

石橋飲料株式会社（田原温泉） 接客業務・厨房助手など

郵便事業（株）千代田集配センター 郵便配達

郵便事業（株）大朝集配センター 郵便配達

株式会社ワークスタッフ　広島営業所 作業員

広島イーグル株式会社 管理購買業務・プレス加工・検査

株式会社クリエイト・エンジニア 検査員

広島アルミニウム工業株式会社 輸送用機械器具製造

株式会社芸北プラモーション（芸北オークガーデン） フロント・ホールスタッフ

株式会社 A コープ中国 A コープちよだ店 レジ

特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職

カトウ家具工芸有限会社 家具製造業

有限会社 つかさランドリー 受付・コインランドリー管理

エコテクノ株式会社 フロント営業

広島アルミニウム工業 株式会社 郵送用機械器具製造業

あけぼの訪問介護事業所 訪問介護ヘルパー

株式会社 ワールドインテック 製造工

有限会社 千代田ハーネス ハーネス組立・検査

株式会社 日本テクノクリエイティブ 倉庫内荷降ろし作業

小島紙器工業 株式会社 千代田工場 紙箱の製造

三島食品 株式会社 北広島町農園事業部 農作業

西川物産株式会社 千代田工場 作業員

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

問　北広島町求人情報センター（企画課立地定住推進室内）
　    ０５０‐５８１２‐１８５６
　   ホームページ http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

人情報コーナー求
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未だ匂わず、
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待
ち
わ
び
た
季
節
が
八
幡
高
原
に
も
訪
れ
ま

し
た
。
白
一
色
に
全
て
を
覆
っ
て
い
た
雪
も
、

今
は
谷
筋
に
残
る
だ
け
で
す
。
土
砂
が
流
れ
た

崖
や
折
れ
た
枝
な
ど
、
冬
の
圧
力
が
露
わ
に
な

る
の
も
こ
の
時
節
で
す
が
、
雪
解
け
水
を
含
ん

だ
真
っ
黒
な
土
は
、
生
命
を
宿
す
力
強
さ
を
感

じ
ま
す
。
大
地
か
ら
真
っ
先
に
芽
を
出
し
、
花

を
咲
か
せ
る
の
は
、
小
さ
な
草
花
た
ち
で
す
。

　

ニ
オ
イ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
は
明
る
い
場
所
を

好
む
多
年
草
で
す
。
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で

分
布
し
、
雑
木
林
や
草
原
に
生
育
し
ま
す
。
芸

北
で
は
明
る
い
雑
木
林
が
無
い
た
め
か
、
木
が

育
ち
に
く
い
山
の
頂
上
近
く
と
、
火
入
れ
や
草

刈
り
を
す
る
草
原
に
だ
け
見
ら
れ
ま
す
。
昔
は

山
頂
付
近
ま
で
草
原
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
の

で
、
も
と
も
と
は
広
く
分
布
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
今
日
の
山
頂
部
分
は
、
昔
の
草
原

の
名
残
で
残
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

春
の
明
る
い
草
原
に
は
色
々
な
ス
ミ
レ
が
花

を
咲
か
せ
ま
す
。
千
町
原
で
は
ニ
オ
イ
タ
チ
ツ

ボ
ス
ミ
レ
の
他
に
も
、
い
わ
ゆ
る
ス
ミ
レ
、
タ

チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、
コ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、
ニ
ョ

イ
ス
ミ
レ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ス
ミ
レ
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
ニ
オ
イ
タ
チ
ツ

ボ
ス
ミ
レ
と
似
て
い
る
の
は
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ

で
す
。
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
に
比
べ
て
、
ニ
オ
イ

タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
は
艶
や
か
な
印
象
で
す
。
花

は
紫
の
色
が
濃
く
、
白
い
と
こ
ろ
と
の
色
合
い

の
違
い
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
の
で
、
ル
ー

ペ
な
ど
を
見
な
く
て
も
、
慣
れ
る
と
簡
単
に
見

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

名
前
に
「
匂
い
」
と
付
い
て
い
る
の
で
、
匂

い
で
見
分
け
ら
れ
そ
う
な
も
の
で
す
が
、
ニ
オ

イ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
は
強
い
匂
い
を
持
っ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
野
外
で

の
観
察
で
匂
い
を
感
じ
る
こ
と
は
ま
れ
な
よ
う

で
す
。
図
鑑
に
も
、「
匂
っ
た
り
匂
わ
な
か
っ
た

り
す
る
」
と
書
か
れ
て
い
た
り
、
観
察
会
を
し

て
も
、「
匂
っ
た
」
と
い
う
人
と
「
分
か
ら
な
い
」

と
い
う
人
が
現
れ
ま
す
。

　

ニ
オ
イ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
の
匂
い
を
探
し
に
、

野
を
歩
く
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
知
ら
な
い

こ
と
、
分
か
ら
な
い
も
の
、
新
し
い
も
の
に
出

会
う
、
そ
ん
な
期
待
を
、
小
さ
な
花
た
ち
が
受

け
止
め
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）


